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【緒言】

歯髄中には多分化能を有する歯髄幹細胞が存在し、再生医療への応用が期待されている。しかしなが

ら、実際の臨床に応用する為には、問題点が多々存在する。その一つに、抜去歯から得られる歯髄幹

細胞はごく少量であり、組織を再生させる為に十分な量の細胞を得ることが困難であることなどが挙

げられる。我々は、この歯髄幹細胞を大量調整する手法を見いだしたので報告する。

【方法】

歯髄由来細胞を、テロメア調節因子を用いて細胞株化した。この細胞にヘキスト色素（RedとBlue）

を取り込ませ、色素排出能の高い細胞集団を、FACSを用いて精製を行なった。これら細胞を用いて、

各種細胞集団に分化誘導可能かどうかの検討を行った。

【結果および考察】

株化した歯髄幹細胞は、無限の増殖能を有しており、大量調整可能であることが判明した。一般に幹

細胞は色素の排出能が高いことが知られる。今回精製した細胞集団は、神経誘導培地中で培養すると

ニューロフィラメント陽性の神経細胞に分化した。さらに石灰化培地中で培養した場合には、骨芽細

胞や象牙芽細胞に分化し、in　vitroで石灰化することを確認した。この結果から、これら細胞は歯科に

おける覆髄材や歯槽骨再生、さらにはパーキンソン病や脊髄損傷などの神経変性疾患にも応用できる

可能性が示唆された。現在、ips細胞から歯髄幹細胞への分化誘導も試みている。
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